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１．歩道改良実施計画（令和３年度改訂版）の策定について 

 歩道改良整備事業について、安全で快適な歩行空間の確保を図るため、歩行者の視点に立ったバ

リアフリー整備をめざします。また、歩道改良整備を更に効果的に進めていくために、最新の地域か

らの要望、他事業の動き等を踏まえ、平成２４年度（２０１２年度）に作成した『歩道改良実施計画（改

訂版）』を見直し、今回、令和８年度（２０２６年度）までの整備を目標とする『歩道改良実施計画（令和

３年度改訂版）』を策定しました。 

２．歩道改良実施計画に基づく事業 

平成２４年度（２０１２年度）歩道改良実施計画（改訂版）に基づき、計画延長２３km のうち約１８km

を実施し、進捗率は約７８％となります。 

 

【令和３年度（２０２１年度）整備完了箇所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

曽根箕面線（２-２工区） 

工事前                        工事後 

岡町熊野田線 

【歩道端部の縁石を改良し、点字ブロックを設置】 

工事前                       工事後 

【交差点部の縁石、点字ブロックの改良】 
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【令和４年度（202２年度）整備予定箇所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【延 長】 

約１７０ｍ 

 【現 況】 

【現 況】 

庄本神崎川線 

【延 長】 

約２７５ｍ 

 

阪急西側南線（４-１工区） 
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【現 況】 

庄内南１号線（２工区） 

【延 長】 

約２８０ｍ 
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新千里東町第１号線 

天竺川右岸服部線 

 

３．要望等に基づくバリアフリー整備 

 計画・事業に基づく工事および、日ごろ、市民の皆様からいただくバリアフリー要望を基に、道路の

修繕工事を行っています。 

 

【令和３年度（２０２１年度）整備完了箇所】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和４年度（２０２２年度）整備予定箇所】 
 

 

 

 
【現 況】 

原田伊丹線 

【階段下に点字ブロックを設置し、ルートを接続】 

工事前                      工事後 

工事前                     工事後 

【スロープ化による歩道の勾配緩和】 
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【桝蓋並目を細目に交換】 


